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は
じ
め
に

　

奈
良
の
東
大
寺
正
倉
院
に
は
七
三
一
年
（
天
平
三
）

二
月
二
十
六
日
に
作
成
さ
れ
た
「
越
前
国
大だ
い

税ぜ
い

帳
」、

七
三
三
年
（
天
平
五
）
閏
三
月
六
日
に
作
成
さ
れ
た

「
越
前
国
郡ぐ

ん

稲と
う

帳
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

大
税
帳
（
正
税
帳
）
と
は
毎
年
各
国
の
国
司
が
自

国
収
支
決
算
書
を
中
央
（
奈
良
）
の
太
政
官
に
提
出

し
た
も
の
で
あ
り
、
貯
積
し
た
正
税
の
収
納
や
運
用

支
出
が
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
前
年
よ
り
の
繰

越
し
た
穀
・
稲
、
当
年
度
の
収
支
、
次
年
度
へ
の
繰

越
高
で
あ
る
。
収
支
は
各
郡
で
な
さ
れ
た
記
載
事
項

は
郡
司
が
国
司
へ
報
告
す
る
。
各
郡
か
ら
の
報
告
書

に
よ
っ
て
国
司
の
目さ

か
ん

や
史
生
が
書
生
ら
を
使
っ
て
ま

と
め
た
。「
越
前
国
大
税
帳
」
の
場
合
、
丹
生
郡
か

ら
の
報
告
を
受
け
た
こ
と
は
郡
司
少
領
の
佐
味
君
浪

麻
呂
は
じ
め
郡
司
五
人
の
署
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
察

せ
ら
れ
る
。「
越
前
国
大
税
帳
」
の
奥
付
に
は
少
目

林
連
上
麻
呂
が
帳
簿
作
成
責
任
者
と
し
て
署
名
し
て

お
り
、
越
前
守
大
伴
宿
祢
邑
治
麻
呂
を
は
じ
め
介す

け

・

掾じ
ょ
う

・
目
の
四
名
が
承
認
署
名
し
て
い
る
。
作
成
さ
れ

た
正
税
帳
は
正
税
帳
使
に
よ
っ
て
都
の
太
政
官
へ
提

出
さ
れ
、
民
部
省
な
ど
の
監
査
を
受
け
た
。

　

郡
稲
帳
は
郡
稲
（
各
郡
に
お
か
れ
た
官
稲
）
に
関
し

て
年
間
の
収
支
決
算
の
報
告
書
で
あ
る
。
収
入
は
出す

い

挙こ

稲
で
、
支
出
は
国
内
の
年
中
雑
用
と
中
央
へ
の
貢

進
物
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
国
司
が
作
成
し
、
正
税
帳

使
が
民
部
省
主
税
寮
へ
提
出
し
た
。
七
三
四
年
（
天

平
六
）
正
月
十
八
日
に
「
諸
国
に
命
じ
て
い
ろ
い
ろ

な
種
類
の
官
稲
の
う
ち
、
駅
起
稲
以
外
は
こ
と
ご
と

く
正
税
に
混
合
し
て
出
挙
せ
よ
」（『
続
日
本
紀
』）
と

の
詔
が
あ
っ
て
、
郡
稲
は
天
平
六
年
か
ら
正
税
に
混

合
さ
れ
た
た
め
郡
稲
帳
は
な
く
な
っ
た
。
天
平
五
年

に
作
成
さ
れ
た
「
越
前
国
郡
稲
帳
」
は
最
後
の
郡
稲

帳
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

東
大
寺
の
正
倉
院
に
は
天
平
二
年
か
ら
天
平
十
一

年
に
報
告
さ
れ
た
正
税
帳
が
二
三
通
、
天
平
二
年
か

ら
天
平
四
年
の
郡
稲
帳
が
三
通
残
っ
て
い
る
。
天
平

二
年
度
の
「
越
前
国
大
税
帳
」
と
二
年
後
の
天
平
四

年
度
の
「
越
前
国
郡
稲
帳
」
は
奈
良
時
代
前
半
の
国

衙
財
政
を
知
る
上
で
大
変
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
正
倉
院
に
「
越
前
国
大
税
帳
」「
越
前

国
郡
稲
帳
」
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
。
当

時
、
紙
は
貴
重
品
で
あ
っ
た
の
で
裏
紙
と
し
て
再
利

用
し
た
。
政
府
は
正
税
帳
や
郡
稲
帳
（
第
一
次
史
料
）

な
ど
あ
る
年
限
を
経
過
し
た
公
文
書
を
廃
棄
処
分
と

し
て
、
東
大
寺
写
経
所
に
払
い
下
げ
た
の
で
あ
る
。

写
経
所
で
は
そ
の
裏
紙
を
写
経
用
紙
と
し
て
利
用
し

た
。
そ
の
た
め
正
倉
院
に
は
写
経
文
書
（
第
二
次
史

料
）
と
し
て
残
っ
た
の
で
あ
る
。
写
経
の
際
に
は
区

切
り
の
よ
い
と
こ
ろ
で
切
断
し
て
使
っ
た
の
で
、
第

一
次
史
料
は
切
れ
切
れ
の
断だ

ん

簡か
ん

と
な
り
、
紛
失
し
て

し
ま
っ
た
部
分
も
少
な
く
な
い
。
だ
か
ら
第
一
次
史

料
の
「
越
前
国
大
税
帳
」
や
「
越
前
国
郡
稲
帳
」
に

戻
し
て
も
完
全
に
復
元
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
断
簡

の
寄
せ
集
め
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
今
日
ま
で
、
歴

史
的
に
貴
重
な
第
一
次
史
料
の
復
元
・
研
究
に
は
多

く
の
学
者
が
携
わ
っ
て
き
た
。『
福
井
県
史
』
資
料

編
一
古
代
の
「
越
前
国
大
税
帳
」「
越
前
国
郡
稲
帳
」

は
先
学
の
研
究
成
果
を
集
大
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
基
本
史
料
と
し
て
天
平
年
間
の
丹
生
郡
を
読

み
取
る
こ
と
に
し
た
い
。
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〔
越
前
国
〕　
「
越
の
国
」
が
越
前
・
越
中
・
越
後
に

分
か
れ
た
の
は
七
世
紀
末
で
あ
る
。
当
時
の
越
前
国

は
能
登
と
加
賀
国
も
含
ん
で
い
た
か
ら
広
大
な
国
で

あ
っ
た
。
七
一
八
年
（
養
老
二
）
に
は
能
登
地
方
が

越
前
国
か
ら
分
離
し
て
能
登
国
を
建
て
、
八
二
三
年

（
弘
仁
一
四
）
に
は
加
賀
・
江
沼
地
方
が
独
立
し
て
加

賀
国
を
建
て
た
。
だ
か
ら
天
平
年
間
の
越
前
国
に
は

敦
賀
・
丹
生
・
足
羽
・
大
野
・
坂
井
・
江
沼
・
加
賀

の
七
郡
が
あ
っ
た
。
国
府
は
「
丹
生
郡
」
に
置
か
れ

て
い
た
。

〔
丹
生
郡
〕　

天
平
年
間
の
丹
生
郡
は
ほ
ぼ
現
在
の
武

生
盆
地
（
越
前
市
に
鯖
江
市
・
越
前
町
・
福
井
市
南
部
）

を
中
心
に
越
前
市
西
部
白し

ら

山や
ま

地
区
と
越
前
市
の
東
池

田
町
に
及
ぶ
広
大
な
郡
で
、
一
八
の
郷
か
ら
な
る
大

郡
で
あ
っ
た
。
一
八
郷
を
支
配
す
る
丹
生
郡
衙
は
村

国
山
北
の
「
村
国
遺
跡
」（
越
前
市
村
国
町
）
に
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
加
賀
国
が
独
立
し
た
年
に
丹
生

郡
を
東
西
に
二
分
し
、
東
部
に
新
郡
を
立
て
た
。
こ

れ
を
今
立
て
た
郡
で
「
今
立
郡
」
と
い
い
、
郷
も
九

郷
ず
つ
に
分
け
ら
れ
た
。
新
丹
生
郡
衙
は
丹
生
山
地

東
の「
陣
屋
遺
跡
」（
越
前
市
四
目
・
丹
生
郷
町
付
近
）に
、

今
立
郡
衙
は
「
国
中
遺
跡
」（
越
前
市
国
中
町
）
に
比

定
し
て
は
と
考
え
て
い
る
。

　

以
下
主
と
し
て
丹
生
郡
を
中
心
に
述
べ
る
こ
と
と

す
る
。

　

一　
「
越
前
国
大
税
帳
」
の
収
入
と
支
出

　
（
一
）
収
入
は
租
と
出
挙

　

１
租　

国
衙
財
政
の
主
な
収
入
は
租そ

と
出
挙
で
あ

る
。
租
と
は
農
民
に
貸
し
与
え
た
口
分
田
に
課
せ
ら

れ
た
税
で
、
天
平
二
年
度
で
は
田
一
反
当
り
稲
一
束

五
把
で
あ
っ
た
。
男
三
人
、
女
三
人
の
戸
が
あ
っ
た

と
仮
定
し
た
場
合
、
班
給
さ
れ
た
口
分
田
を
男
三
人

で
六
反
、
女
三
人
で
四
反
に
な
る
か
ら
合
計
一
〇

反
（
一
町
）
と
な
り
、
こ
の
戸
に
課
せ
ら
れ
た
田
租

（
正
税
）
は
稲
一
五
束
と
な
る
。
こ
の
税

率
を
収
穫
量
か
ら
換
算
す
る
と
上
田
一

反
五
〇
束
と
計
算
す
れ
ば
三
パ
ー
セ
ン

ト
で
あ
っ
た
。
稲
一
束
五
把
と
は
穂
首
で

刈
っ
た
取
っ
た
稲
の
こ
と
で「
頴え

い

稲と
う

」（
頴
）

と
い
う
。
頴
稲
の
単
位
は
束そ

く

・
把わ

で
表
さ

れ
た
。
大
宝
令
制
以
降
の
田
租
は
頴
稲
で

納
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
実
際
に

は
穎
稲
を
脱
穀
（
稲
の
穂
首
か
ら
籾
だ
け
を

取
っ
た
）
し
た
「
穀
」
で
納
め
る
「
穀
納
」

に
な
っ
て
い
た
。
頴
稲
を
穀
に
す
る
に
は

当
然
の
こ
と
な
が
ら
手
数
が
掛
か
る
。
一
束
の
稲
を

脱
穀
す
れ
ば
一
斗
の
穀
と
な
る
よ
う
に
穀
の
単
位
は

斛こ
く

（
石
）・
斗
・
升
・
合
で
表
さ
れ
た
。
つ
い
で
な

が
ら
穀
一
斗
を
搗つ

け
ば
五
升
の
玄
米
（
舂
米
）
が
得

ら
れ
る
計
算
で
あ
っ
た
。
倉
に
貯
蔵
す
る
場
合
、
穀

に
す
れ
ば
か
さ
ば
ら
ず
多
く
の
田
租
を
保
管
で
き

た
。
そ
れ
に
穀
は
頴
よ
り
長
期
間
の
保
存
に
耐
え
ら

れ
る
利
点
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
集
め
ら
れ
た
田
租

は
「
穀
」
と
「
頴
」
と
か
ら
な
っ
て
い
た
。
頴
稲
は

次
の
出
挙
と
関
わ
り
が
深
い
。
表
１
の
よ
う
に
丹
生

郡
が
天
平
元
年
ま
で
に
貯
え
た
穀
は
五
五
一
〇
六

石
、
頴
七
一
二
六
八
束
で
あ
っ
た
。
一
束
の
頴
稲
を

表１　丹生郡の収支決算（越前国大税帳より）

収 支 項 目 穀（石） 頴（10 束）

収 入

天平元年大税 55106 7126

天平２年大税 5040 384

出 挙 元 利 稲 3573

合 計 60146 11083

支 出

舂 米 料 358

匠 手 食 料 104

出 挙 稲 2766

身 死 人 負 稲 384

食 封 租 1014

公 租 2016

加賀郡へ移送 278

振 入 157

合 計 3461 3612

差　引　残　高 56685 7471
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穀
に
す
れ
ば
一
斗
で
あ
る
か
ら
、
丹
生
郡
の
頴
稲

を
穀
に
換
算
す
れ
ば
七
一
二
六
石
に
な
り
、
合
計

六
二
二
三
二
石
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

田
租
と
し
て
国
家
に
納
め
ら
れ
た
稲
は
基
本
的
に

は
中
央
に
は
送
ら
れ
ず
、
郡
衙
な
ど
に
設
け
ら
れ
た

正
倉
に
頴
稲
や
穀
の
形
で
蓄
積
保
管
さ
れ
た
。

　

２
出
挙　

国
司
が
農
民
に
稲
を
貸
し
与
え
、
秋
に

利
息
を
加
え
て
返
納
さ
せ
る
制
度
で
、
利
息
は
五
割

で
あ
っ
た
。
一
〇
束
借
り
た
農
民
は
元
利
と
も
で

一
五
束
返
す
制
度
で
あ
る
。
一
般
農
民
の
生
活
で
は

種
籾
を
残
し
て
お
く
だ
け
の
経
済
的
な
余
裕
が
な

く
、
種た

ね

籾も
み

も
食
べ
尽
く
し
て
い
た
か
ら
種
播
き
が
で

き
な
か
っ
た
し
、
田
植
え
期
の
重
労
働
に
耐
え
る
食

料
も
な
か
っ
た
か
ら
、
稲
を
借
り
な
け
れ
ば
農
業
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
稲
の
貸

し
出
し
は
春
の
播
種
期
と
夏
の
田
植
期
の
二
回
あ

り
、
勧か

ん

農の
う

政
策
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
国
司
は

前
年
度
に
集
め
た
頴
稲
を
貸
し
与
え
て
農
民
の
生
活

維
持
と
農
業
の
継
続
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
制

度
は
六
七
五
年（
天
武
天
皇
四
）四
月
九
日
の
詔
に「
諸

国
の
貸
税
は
今
後
民
の
貧
富
を
よ
く
観
察
し
、
三
階

級
に
分
け
、中
戸
よ
り
以
下
の
者
に
貸
与
せ
よ
」（『
日

本
書
紀
』）
と
、
百
姓
の
生
活
程
度
を
三
等
級
に
区
分

し
中
戸
以
下
の
農
民
に
稲
の
貸
与
を
指
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
律
令
以
前
は
貸
稲
を
「
い
ら
し
の
い
ね
」

と
い
い
、貸
税
を
「
い
ら
し
の
お
お
ち
か
ら
」
と
い
っ

て
い
た
の
を
、
中
国
の
用
語
に
改
め
、『
大
宝
令
』

以
降
で
は
「
出
挙
」
と
い
っ
た
。
出
挙
に
は
国
司
が

貸
し
出
す
「
公く

出
挙
」
と
、
豪
族
ら
財
力
の
あ
る
者

が
貸
し
出
す
「
私し

出
挙
」
が
あ
り
、
公
出
挙
の
利
息

は
五
割
、
私
出
挙
の
利
息
は
一
〇
割
で
あ
っ
た
。
た

だ
、
春
・
夏
に
貸
し
付
け
た
農
民
が
返
済
期
ま
で
に

死
亡
し
た
場
合
は
元
利
と
も
徴
収
は
し
な
か
っ
た
の

で
、
貸
し
出
し
た
稲
量
か
ら
死
亡
者
に
貸
し
出
し
た

稲
量
を
差
し
引
い
た
残
り
の
量
と
、
そ
の
五
割
が
利

息
（
利
稲
）
と
し
て
返
納
さ
れ
た
。

　

丹
生
郡
で
は
出
挙
稲
二
七
六
六
二
束
を
貸
し
出
し

た
の
で
あ
る
が
、
収
穫
期
ま
で
に
出
挙
稲
の
借
り
受

け
た
ま
ま
死
亡
し
、
返
済
を
免
じ
ら
れ
た
農
民
が
何

人
か
い
た
。
そ
の
者
に
貸
し
出
し
た
出
挙
稲
は
合
計

で
三
八
四
〇
束
で
あ
っ
た
。
貸
し
出
量
か
ら
死
亡

し
た
人
に
貸
し
出
し
た
量
を
差
し
引
い
た
残
り
が

二
三
八
二
二
束
で
あ
る
。
こ
の
半
分
一
一
九
一
一
束

が
利
息
で
、
元
利
合
計
は
三
五
七
三
三
束
で
あ
っ

た
。
加
賀
郡
は
貸
し
出
し
量
六
三
三
七
〇
束
、
死
者

分
一
七
七
四
束
を
差
し
引
い
た
残
六
一
五
九
六
束
の

半
分
が
利
息
で
三
〇
七
九
八
束
、
元
利
九
二
三
九
四

束
、
貸
出
量
・
利
息
い
ず
れ
も
丹
生
郡
の
約
三
倍
で

あ
る
。
加
賀
郡
の
郷
数
は
一
六
郷
で
丹
生
郡
よ
り
二

郷
少
な
い
の
に
出
挙
稲
は
丹
生
郡
の
三
倍
で
あ
る
こ

と
は
、
稲
を
借
り
ね
ば
な
ら
な
い
貧
農
の
数
や
借
り

受
け
る
量
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
田
租
の
う

ち
丹
生
郡
に
お
け
る
天
平
元
年
ま
で
の
頴
稲
の
割
合

は
一
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
が
、
加
賀
郡
の
そ

れ
は
三
九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
高
い
。
先
学
の
結
論

に
よ
る
と
頴
稲
率
が
高
い
の
は
後
進
地
域
で
あ
る
と

言
わ
れ
る
か
ら
（『
石
川
県
史
』・『
加
賀
市
史
』
通
史
上

巻
）、
出
挙
量
が
多
い
訳
も
理
解
で
き
そ
う
で
あ
る
。

〔
倉
〕　

田
租
を
保
管
す
る
に
は
倉
庫
が
必
要
で
あ

る
。
律
令
時
代
に
は
、
田
租
や
米
穀
類
を
収
め
た
ク

ラ
は
「
倉
」、
調
・
庸
物
や
諸
国
の
貢
納
物
を
収
め

た
ク
ラ
は
「
蔵
」、
兵
器
や
文
書
を
収
め
た
ク
ラ
は
、

「
庫
」
の
字
を
用
い
て
区
別
し
た
。
こ
こ
で
は
「
倉
」

に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。

　
『
律
令
』
倉
庫
令
〈
倉
於
高
燥
処
置
条
〉「
凡
そ
倉

は
す
べ
て
高
く
乾
い
た
場
所
に
置
け
。周
り
に
は
池
・

溝
を
置
け
。
倉
よ
り
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
内
に
官
舎
を

置
い
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
。
正
税
の

穀
や
頴
稲
は
現
在
の
金
銭
に
相
当
し
、
保
管
し
て
い
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た
倉
は
金
庫
で
あ
っ
た
。
米
穀
類
は
湿
気
や
火
に
弱

い
。
だ
か
ら
倉
を
建
て
る
場
所
は
高
燥
な
所
で
、
火

災
時
に
は
類
焼
を
避
け
る
た
め
と
、
火
が
出
た
と
き

直
ち
に
消
火
で
き
る
よ
う
に
池
な
ど
を
周
り
に
配
置

さ
せ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
官
舎
で
は
火
を
扱
う
た
め

飛
び
火
に
よ
る
焼
失
を
警
戒
し
て
倉
と
官
舎
間
に
は

相
当
の
距
離
を
置
く
規
定
を
定
め
た
の
で
あ
る
。

　

七
〇
八
年
（
和
銅
元
）
閏
八
月
十
日
太
政
官
符
に

「
正
税
は
こ
れ
か
ら
以
後
、
別
に
不
動
倉
と
定
め
、

国
に
貯
え
る
も
の
と
す
る
」
あ
り
、
不
動
倉
の
起
源

は
こ
こ
に
求
め
ら
れ
る
も
の
の
、
実
際
に
は
養
老
年

間
以
降
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
る
。『
類
聚
三
代
格
』

の
八
九
一
年
（
寛
平
三
）
八
月
三
日
の
太
政
官
符
に

「
長
年
か
け
て
貯
え
た
穀
は
非
常
に
備
え
た
も
の
で
、

平
時
に
は
使
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
あ
り
、
こ
の
不

動
倉
に
貯
え
ら
れ
た
穀
は
開
用
し
な
い
不
動
穀
で

あ
っ
た
か
ら
、
不
動
倉
の
鍵
は
中
央
に
提
出
さ
せ
国

司
や
郡
司
が
勝
手
に
開
封
で
き
な
い
よ
う
に
し
、
中

央
政
府
の
開
封
命
令
が
出
な
い
限
り
使
用
で
き
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
動
倉
（
越
前
の

場
合
は
穀
倉
と
も
記
す
）
が
あ
る
。
動
用
穀
を
収
納
す

る
倉
で
あ
り
、
飢
饉
な
ど
の
非
常
時
に
備
え
た
も
の

で
、
納
め
ら
れ
た
田
租
は
不
動
倉
と
動
倉
に
保
管
さ

れ
る
二
本
立
で
あ
っ
た
。

　

正
倉
と
は
国
衙
・
郡
衙
な
ど
に
所
属
す
る
公
の

倉
庫
の
総
称
で
、
天
平
二
年
の
越
前
国
に
は
正
倉

二
八
六
棟
あ
っ
た
。
そ
れ
に
屋
（
低
床
倉
庫
で
主
と

し
て
頴
稲
保
管
）
一
三
、
倉
下
（
根
太
や
藁
を
用
い
た

低
床
の
倉
庫
で
倉
よ
り
一
段
格
の
低
い
建
物
か
、
壁
は
藁
・

塗
り
壁
等
で
、
あ
ま
り
堅
固
で
な
い
。
主
と
し
て
頴
稲

を
保
管
）
三
、
借
倉
一
一
、
借
屋
三
〇
を
加
え
れ
ば

三
四
三
棟
の
多
く
の
倉
が
あ
っ
た
。
そ
の
内
丹
生
郡

に
は
五
一
棟
（
間
）
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
不
動
穀
倉

九
、
動
用
穀
倉
一
三
、
頴
稲
倉
八
、
糒
倉
四
、
空
倉

一
六
、
倉
下
一
で
あ
っ
た
。
丹
生
郡
に
置
か
れ
た
倉

に
は
他
の
郡
よ
り
正
倉
の
割
合
が
多
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。越
前
国
全
体
の
正
税
穀
で
二
二
七
一
三
九
石
、

不
動
穀
は
八
九
七
一
三
石
あ
り
、
そ
の
内
丹
生
郡
が

貯
え
て
い
た
正
税
穀
は
五
六
六
八
六
石
、
不
動
穀
は

二
二
六
二
四
石
で
と
も
に
越
前
国
の
四
分
の
一
に
相

当
し
、
他
郡
よ
り
多
か
っ
た
。

〔
丹
生
郡
の
水
田
と
人
口
〕　

天
平
二
年
度
の
丹
生
郡

の
田
租
は
穀
五
〇
四
〇
石
と
頴
稲
三
八
四
〇
束
で

あ
っ
た
（
表
１
）。
穀
を
稲
に
換
算
し
て
頴
稲
に
加

え
れ
ば
五
九
二
八
〇
束
と
な
る
。
一
町
歩
で
一
五
束

の
田
租
で
あ
る
か
ら
、
田
租
五
九
二
八
〇
束
を
一
五

束
で
除
す
れ
ば
三
九
五
二
町
余
の
水
田
が
あ
っ
た
こ

と
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
計
算
は
す
べ
て
上
田
と

し
て
の
計
算
で
あ
る
か
ら
実
際
の
水
田
数
は
も
っ
と

多
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。
一
町
歩
の
水
田
に
は
男
子

三
人
、
女
子
三
人
が
基
本
で
あ
る
か
ら
、
三
九
五
二

町
余
に
は
二
三
七
一
二
人
（
男
子
一
一
八
五
六
人
、
女

子
一
一
八
五
六
人
）
の
口
分
田
を
受
け
た
男
女
が
い

た
こ
と
に
な
る
。
丹
生
郡
に
は
一
八
の
郷
が
あ
っ
た

か
ら
一
郷
に
は
一
三
一
七
人
と
い
う
数
字
を
得
る

が
、
こ
の
数
字
に
は
六
歳
（
時
に
は
一
一
歳
）
以
下

の
幼
児
は
含
ま
れ
て
い
な
い
か
ら
、
そ
れ
ら
を
加
え

れ
ば
一
郷
一
四
〇
〇
人
余
が
暮
ら
し
、
一
郷
は
五
〇

戸
で
あ
る
か
ら
、
一
戸
平
均
の
人
口
は
二
八
人
前
後

で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
澤
田
吾
一
著
『
奈
良
朝
時

代
民
政
経
済
の
数
的
研
究
』（「
数
的
研
究
」）
に
よ
る

と
、
越
前
国
の
推
定
人
口
は
一
七
九
九
〇
〇
人
で
、

越
前
の
郷
数
八
五
で
割
る
と
一
郷
当
た
り
の
人
口
は

二
一
一
六
人
と
な
り
、一
戸
平
均
は
四
二
人
と
な
る
。

「
越
前
国
大
税
帳
」
の
丹
生
郡
田
租
か
ら
は
計
算
し

た
郷
人
数
二
八
人
と
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。「
数

的
研
究
」
に
よ
る
と
全
国
平
均
は
二
六
人
で
あ
る
か

ら
、
む
し
ろ
「
越
前
国
大
税
帳
」
の
丹
生
郡
田
租
か

ら
は
計
算
の
方
が
天
平
年
間
の
丹
生
郡
の
人
口
実
態
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五
十
八
巻
二
号

に
近
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
右
の
計
算
は

田
租
の
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
徴
収
さ
れ
た
と
い
う

前
提
の
も
の
で
あ
る
。『
律
令
』〈
賦
役
令
水
旱
虫
霜

条
〉
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
田
租
は
戸
ご
と
の
五
分
以

上
の
減
収
の
年
は
全
免
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

こ
と
、
田
租
の
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
徴
収
さ
れ
た

年
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
を
勘

案
す
れ
ば
、
こ
の
数
は
も
っ
と
大
き
く
な
る
筈
で
あ

る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
平
成
二
十
四
年
人
口
動
態
調

査
に
よ
る
と
、
三
月
末
時
点
で
の
本
県
の
一
世
帯

の
平
均
構
成
人
員
は
二
、九
一
人
で
全
国
で
最
も
多

か
っ
た
と
い
う
か
ら
、
今
日
の
一
戸
と
比
べ
れ
ば
多

す
ぎ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
奈
良
時
代
の
戸
と
は
戸

主
の
家
族
、
戸
主
の
兄
弟
の
家
族
（
房
戸
）
な
ど
多

く
の
家
を
ま
と
め
て
一
戸
と
し
た
行
政
戸
で
あ
っ
た

こ
と
を
付
け
加
え
、
こ
れ
等
の
数
値
は
あ
く
ま
で
も

「
越
前
国
大
税
帳
」
の
数
値
か
ら
引
き
出
し
た
も
の

で
、
参
考
的
数
値
と
し
て
お
き
た
い
。

（
二
）
支
出
は
頴
稲
と
穀

　

１
頴
稲
か
ら
の
支
出　

①
舂
米
料　

支
出
し
た
頴

稲
の
多
く
は
舂し

ょ
う

米ま
い

料
で
あ
っ
た
。
舂
米
と
は
稲
を

籾
に
し
、
舂
（
搗
）
い
て
白
米
に
し
た
も
の
で
、
都

の
大
炊
寮
へ
送
ら
れ
、
官
人
の
食
料
に
充
て
ら
れ

た
。
舂
米
が
賦
課
さ
れ
た
国
は
近
国
や
沿
海
国
で

あ
っ
た
。
越
前
国
が
負
担
し
た
一
〇
二
六
〇
束
（
舂

米
五
一
三
石
）
の
う
ち
丹
生
郡
は
そ
の
三
分
の
一
の

三
五
八
〇
束
（
舂
米
一
七
九
石
）
を
支
出
し
て
い
る
。

　

②
匠
手
食
料　

丹
生
郡
が
負
担
し
た
匠し

ょ
う

手
食
料

一
〇
四
五
束
は
、
都
へ
集
め
ら
れ
た
工
人
の
食
料
と

し
て
中
央
へ
送
ら
れ
た
。
丹
生
郡
の
場
合
匠た

く
み

一
人
に

日
別
米
二
升
（
稲
四
把
）
支
給
さ
れ
た
も
の
で
、
支

出
し
た
頴
稲
一
〇
四
五
束
か
ら
穀
一
〇
四
石
五
斗
、

米
に
し
て
五
二
石
二
斗
五
升
と
な
る
。
こ
れ
を
一
人

分
の
日
別
米
二
升
で
割
れ
ば
延
べ
二
六
一
二
日
と
な

る
。
一
年
三
六
〇
日
と
し
て
計
算
す
れ
ば
七
，二
五

人
と
な
り
、
越
前
に
課
せ
ら
れ
た
匠
手
食
料
は
七
人

分
余
り
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
因
み
に
天
平
二
年

の
「
尾
張
国
正
税
帳
」
に
二
番
匠
丁
食
料
と
し
て

三
六
八
束
が
支
出
さ
れ
て
い
る
。
尾
張
国
は
二
，五

人
で
あ
っ
た
。

　

２
穀
か
ら
の
支
出　

①
食
封
租　

一
〇
一
四
石
の

食じ
き

封か

は
位
階
・
官
職
に
対
し
て
賜
与
さ
れ
た
公
戸
で
、

『
律
令
』〈
賦
役
令
封
戸
条
〉
に
「
封
戸
に
指
定
さ
れ

た
課
戸
の
調
・
庸
は
全
て
封
主
に
送
れ
。
田
租
は
二

分
に
し
て
半
分
は
官
に
、
半
分
は
封
主
へ
送
れ
」
と

あ
り
、
そ
の
戸
が
負
担
す
る
調･

庸
と
田
租
の
半
分

を
封
主
に
与
え
る
規
程
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
問
題
に

な
る
の
は
封
主
へ
納
め
る
田
租
の
こ
と
で
、
調
・
庸

に
つ
い
て
は
直
接
大
税
帳
と
は
関
係
な
い
。
と
こ
ろ

が
『
続
日
本
紀
』
七
一
四
年
（
和
銅
七
）
正
月
三
日

の
記
事
に
「
二
品
の
長
親
王
・
舎
人
親
王
・
新
田
部

親
王
と
、
三
品
の
志
貴
親
王
に
封
戸
を
そ
れ
ぞ
れ

二
〇
〇
戸
、
従
三
位
の
長
屋
王
に
は
一
〇
〇
戸
を
増

封
し
た
。
こ
れ
ら
の
封
戸
の
租
は
、
す
べ
て
封
主
に

給
さ
れ
る
。
食
封
の
田
租
を
全
額
封
主
に
賜
る
こ
と

は
、
こ
の
時
か
ら
始
ま
っ
た
」
と
あ
り
、
上
記
四
人

に
は
田
租
の
全
額
を
給
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
「
越
前
国
大
税
帳
」
が
作
成
さ
れ
た

七
三
〇
年
（
天
平
二
）
時
点
で
、長
親
王
・
志
貴
親
王
・

長
屋
王
は
他
界
し
て
い
る
。
全
額
封
主
に
送
っ
た
記

録
は
丹
生
郡
一
か
所
で
三
六
七
石
、
足
羽
郡
二
か
所

で
三
七
四
石
、
江
沼
郡
一
か
所
で
一
一
七
石
の
四
か

所
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
送
り
先
は
天
平
二
年

に
生
存
し
て
い
た
封
主
は
舎
人
親
王
と
新
田
部
親
王

だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。天
平
二
年
よ
り
以
前
の『
続

日
本
紀
』
七
一
五
年
（
和
銅
八
・
霊
亀
元
）
正
月
十
一

日
の
条
に
「
三
品
の
泉
内
親
王
・
四
品
の
水
主
内
親

王
・
長
谷
部
内
親
王
に
封
戸
を
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
〇
戸
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ふ
や
し
た
」
と
あ
る
か
ら
内
親
王
へ
も
田
租
全
給
さ

れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
（
中
西
康
裕
「
古
代
封
戸
制
の

一
考
察
」）。
な
お
半
給
は
一
四
か
所
記
録
さ
れ
て
い

る
が
、
送
り
先
は
分
か
ら
な
い
。
限
ら
れ
た
史
料
で

は
あ
る
が
、
北
陸
と
関
東
に
は
全
給
封
戸
の
分
布
が

濃
密
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
こ
と
は
、
か
つ
て
皇

族
が
持
っ
て
い
た
名
代
や
子
代
（
天
皇
が
皇
子
養
育
の

資
を
得
る
た
ま
に
置
か
れ
た
私
有
民
）
と
の
関
係
が
考

え
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

②
公
租　

二
〇
一
六
石
は
官
租
稲
と
し
て
中
央
へ
送

ら
れ
た
。

③
加
賀
郡
へ
移
送　

二
七
八
石
は
丹
生
郡
か
ら
加
賀

郡
へ
田
租
の
一
部
を
移
納
し
た
も
の
で
あ
る
。

④
振
入　

一
五
七
石
は
倉
中
に
積
み
込
ま
れ
た
穀
が

積
み
重
な
っ
て
体
積
に
目
減
り
し
た
分
を
補
っ
た
数

量
で
あ
る
。
倉
庫
令
〈
倉
貯
積
条
〉
に
は
「
貯
え
て

三
年
以
上
経
っ
た
ら
一
石
に
一
升
、
五
年
以
上
な
ら

二
升
」
と
規
定
し
て
い
る
が
、
通
常
は
一
一
分
一
が

慣
行
で
あ
っ
た
。

　

３
蓄
え
た
糒　
「
糒ほ

し
い

」
と
は
米
を
蒸
し
た
「
飯
」

を
干
し
た
も
の
で
あ
る
。
夏
は
水
漬
け
と
し
て
、
冬

は
湯
漬
け
で
食
し
、
保
存
食
・
非
常
食
で
携
行
食
糧

と
し
て
も
重
宝
で
あ
っ
た
。「
越
前
国
大
税
帳
」
の

糒
は
戦
時
用
非
常
食
・
携
行
食
と
し
て
蓄
え
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
丹
生
郡
に
蓄
え
ら
れ
た
糒
は

一
六
〇
〇
石
三
升
（
五
斗
詰
め
の
袋
三
二
〇
〇
箇
と
三

升
）
で
あ
っ
た
。

　

二　
「
越
前
国
郡
稲
帳
」
の
収
入
と
支
出

　
（
一
）
収
入
は
出
挙

　

１
出
挙
利
稲　

正
倉
院
に
残
る
郡
稲
帳
は
、

天
平
二
年
「
隠
岐
国
郡
稲
帳
」、天
平
四
年
「
越

前
国
郡
稲
帳
」、
天
平
四
年
こ
ろ
と
考
え
ら
れ

る
「
播
磨
国
郡
稲
帳
」
の
三
通
で
あ
る
。
い

ず
れ
も
断
簡
で
あ
る
。
郡
稲
の
起
源
は
不
明
で

は
あ
る
が
、
大
化
以
前
の
国
造
制
時
代
に
地
方

豪
族
は
中
央
へ
地
方
の
特
産
物
を
献
上
し
た
慣

行
が
継
承
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
、
国
造
領
の
田

租
と
出
挙
が
郡
稲
の
起
源
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ

る
。
律
令
時
代
に
な
っ
て
是
ま
で
の
田
租
は
正

税
と
し
て
官
倉
に
納
め
ら
れ
た
。
そ
の
正
税
の

一
部
を
出
挙
し
、
利
稲
を
別
置
し
て
郡
稲
と
し

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
郡
ご
と
に
一
定
の
本
稲
を

分
け
、
そ
れ
を
元
手
に
出
挙
し
て
得
た
利
稲
が

郡
の
唯
一
の
収
入
で
あ
る
。

　

表
２
を
見
て
み
よ
う
。
丹
生
郡
の
場
合
天
平

三
年
ま
で
に
貯
え
た
稲
の
全
て
を
出
挙
稲
と
し
て
い

る
ほ
ど
余
裕
の
な
い
郡
財
政
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

表２　「越前国郡稲帳」収支決算書（表の空白は不明）

収  支 項 目 敦賀 丹生 足羽 大野 坂井 江沼 加賀

収  入

天 平 ３ 年 3086 1294 15590 7296 30708
出 挙 死 亡 者 稲 0 －60 －150 0 －320
利 稲 518 617 3605 1437 1889 3123 5890
死 馬 売 却 稲 10 30 0 0
不 用 馬 売 却 稲 0 0 0 0
他郡から移送稲 0 2000 0 0
合 計 3614 3881 4371 10429 36278

支  出

往 来 人 食 料 稲 29 36 12 343 12 12 10
篁子・糸・酒他 5 85 170 1910 45 2017 275
他郡への移送稲 0 0 0 0 0 0 2000
その他の雑用稲 692 2316 1452 782 750
合 計 726 2437 3705 839 3035

収入－支出 2888 1444 666 33243
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五
十
八
巻
二
号

る
。
大
野
郡
も
手
持
ち
の
頴
稲
の
全
て
を
出
挙
稲
と

し
て
貸
し
出
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
加
賀
郡
は
丹

生
郡
の
九
倍
以
上
の
一
二
一
〇
一
束
を
貸
し
出
し
て

も
頴
稲
一
八
六
〇
七
束
の
余
裕
が
あ
っ
た
。
支
出
の

多
い
丹
生
郡
は
五
五
六
束
の
赤
字
財
政
で
あ
っ
た
。

表
２
の
収
入
の
「
他
郡
か
ら
の
移
送
稲
」
の
ご
と
く
、

丹
生
郡
は
加
賀
郡
か
ら
二
〇
〇
〇
束
の
補
填
を
得
て

な
ん
と
か
郡
財
政
を
立
て
て
い
た
の
で
あ
る
。
丹
生

郡
の
諸
支
出
が
他
の
郡
と
異
な
り
多
か
っ
た
理
由
は

国
府
所
在
地
で
何
か
と
物
入
り
で
あ
っ
た
た
め
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

丹
生
郡
は
大
郡
で
あ
り
な
が
ら
郡
稲
の
保
管
量
が

極
端
に
少
な
い
の
は
、
国
衙
関
係
支
出
が
多
く
、
次

年
度
へ
繰
り
越
す
郡
稲
の
累
積
が
少
な
か
っ
た
か
ら

と
考
え
ら
れ
る
。
郡
稲
の
窮
迫
は
す
で
に
七
一
二
年

（
和
銅
五
）
時
点
で
の
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
と

し
て
越
前
な
ど
二
一
国
に
命
じ
て
綾
・
錦
を
織
ら
せ

た
り
、
国
衙
行
政
に
関
係
の
支
出
額
が
多
い
う
え
、

平
城
京
造
営
臨
時
支
出
が
加
わ
っ
た
こ
と
が
上
げ
ら

れ
る
。
先
述
し
た
ご
と
く
七
三
四
年
（
天
平
六
）
正

月
十
八
日
の
勅
に
よ
り
郡
稲
は
正
税
に
混
合
さ
れ
た

た
め
郡
稲
帳
の
要
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

２
馬
の
皮　

死
ん
だ
馬
の
皮
一
枚
頴
稲
一
〇
束
で

売
り
払
っ
た
。
老
馬
や
病
馬
で
役
に
立
た
な
く
な
っ

た
伝
馬
を
一
匹
頴
稲
一
〇
束
で
売
り
払
っ
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
郡
の
収
入
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。
僅
か
な

数
字
で
は
あ
る
が
、
馬
の
皮
を
は
じ
め
動
物
の
皮
は

水
濡
れ
を
避
け
、
平
常
・
旅
の
際
の
寝
具
と
し
て
も

重
宝
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
販
売
で
き
た
の
で
あ

ろ
う
。

（
二
）
支
出
は
年
中
雑
用
と
貢
進
物　
　
　

　

郡
稲
は
正
月
読
経
布
施
料
・
元
日
朝
拝
国
郡
司
等

食
料
・
織
諸
羅
綾
料
・
駅
伝
使
等
食
料
・
新
任
国
司

食
料
・
巡
行
国
司
食
料
・
春
夏
出
挙
使
食
料
・
醸
酒

料
な
ど
国
内
の
年
中
雑
用
に
加
え
、
国
内
通
過
者
へ

の
食
料
供
給
や
中
央
へ
の
貢
進
物
に
支
出
さ
れ
て
い

る
。
出
挙
を
収
入
源
と
す
る
郡
稲
の
支
出
は
多
種
多

量
に
わ
た
り
、
丹
生
郡
の
よ
う
に
支
給
日
に
支
障
を

来
た
す
郡
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　

１
年
中
行
事　

①
元
日
朝
拝
国
郡
司
等
食
料　

郡

稲
帳
に
は
「
元
日
刀
禰
郡
司
及
軍
毅
并
三
二
人
、
食

料
稲
六
束
七
杷
、
塩
三
合
二
勺
、
酒
一
斗
六
升
、
人

別
稲
二
杷
、
塩
一
勺
、
酒
五
合
、
丹
生
郡
」
と
あ
る
。

元
旦
の
朝
拝
後
に
国
司
・
郡
司
に
軍
毅
が
加
わ
っ
て

行
わ
れ
た
宴
会
の
費
用
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
費
用

の
内
国
司
の
分
は
正
税
よ
り
支
出
さ
れ
る
の
で
、
国

司
を
除
い
た
刀と

禰ね

郡
司
（
主
帳
以
上
の
郡
司
）
と
軍

毅
で
都
合
三
二
人
の
分
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
各
郡

の
郡
司
や
軍
団
を
束
ね
る
軍
毅
が
国
府
に
集
ま
り
、

国
司
と
の
宴
会
に
は
一
年
の
計
を
語
り
、
無
礼
講
の

場
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
支
出
項
目
に
は
稲
・

塩
・
酒
が
記
さ
れ
、
一
人
当
た
り
稲
二
杷
・
塩
一
勺
・

酒
五
合
で
あ
っ
た
か
ら
、
三
二
人
で
郡
稲
帳
に
は
食

料
稲
六
束
七
杷
、
塩
三
合
二
勺
、
酒
一
斗
六
升
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
費
用
は
丹
生
郡
が
支
払
っ
て

い
る
の
は
丹
生
郡
に
国
府
が
あ
っ
た
こ
と
の
証
で
あ

る
。

②
正
月
読
経
布
施
料　

正
月
十
四
日
は
諸
国
恒
例
の

読
経
が
な
さ
れ
た
。
金
光
明
経
八
巻
・
最
勝
王
経

一
〇
巻
の
読
経
斎
会
の
費
用
が
計
上
さ
れ
て
い
る
も

の
の
断
簡
の
た
め
そ
の
数
値
は
分
か
ら
な
い
が
、
支

出
項
目
に
は
上
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

２
食
料
の
供
給　

①
新
任
国
司
の
給
与　

国
司
に

な
る
と
職
分
田
が
与
え
ら
れ
る
。
表
３
の
よ
う
に
上

国
の
守
は
二
町
二
反
の
職
分
田
が
与
え
ら
れ
た
。
上

田
一
反
の
収
穫
量
は
稲
五
〇
束
と
し
、
二
町
二
反
で

は
一
一
〇
〇
束
の
収
穫
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

収
穫
量
を
一
年
三
六
〇
日
で
割
る
と
一
日
三・〇
五
五
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真
柄　

越
前
大
税
・
郡
稲
帳
か
ら
読
め
る
丹
生
郡

束
と
な
る
が
、
分
の

単
位
で
切
り
上
げ

れ
ば
三
束
一
把
と
な

る
。
以
下
介
・
掾
・

目
も
同
様
の
計
算
に

よ
っ
て
い
る
。
こ
う

し
て
途
中
任
命
の
新

任
国
司
は
着
任
後
職
田
の
給
与
を
受
け
る
次
の
年
ま

で
、
一
日
分
の
稲
（
束
杷
）
を
計
算
し
て
郡
稲
よ
り

支
給
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
断
簡
で
あ
る
の
で
介
の
名

前
は
分
か
ら
な
い
が
、
九
月
二
十
九
日
か
ら
十
二
月

三
十
日
ま
で
の
九
〇
日
間
の
支
出
食
料
稲
は
二
五
二

束
で
あ
っ
た
。「
日
別
三
束
八
把
」
と
注
記
し
て
い

る
が
、
大
国
の
守
で
す
ら
日
別
三
束
六
把
で
あ
る
か

ら
日
別
三
束
八
把
は
あ
り
得
な
い
数
字
で
あ
る
。
大

国
の
介
の
職
分
田
は
上
国
守
の
職
分
田
と
同
じ
面
積

で
あ
っ
た
か
ら
、
日
別
稲
は
三
束
一
把
と
な
る
。
表

３
か
ら
「
日
別
二
束
八
把
」
と
注
記
す
べ
き
と
こ
ろ

を
「
日
別
三
束
八
把
」
と
誤
記
し
た
こ
と
が
分
か
り
、

支
出
食
料
稲
二
五
二
束
を
九
〇
で
割
れ
ば
二
束
八
把

（
日
別
稲
）
の
数
字
が
得
ら
れ
る
。
越
前
国
に
来
た
介

は
二
束
八
把
で
「
上
国
の
介
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、

天
平
四
年
時
点
で
越
前
国
は
上
国
で
あ
っ
た
こ
と
も

分
か
る
。
こ
の
年
に
も
う
一
人
の
新
任
国
司
が
あ
っ

た
。
そ
れ
は
大
目
従
七
位
上
中
臣
高
良
比
新
羅
で
あ

る
。
彼
に
支
出
さ
れ
た
稲
は
五
一
日
分
八
六
束
七
把

で
「
日
別
一
束
七
把
」
で
表
３
に
合
致
し
て
い
て
、

こ
の
計
算
か
ら
も
上
国
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
介
・
大
目
の
食
料
稲
は
大
野
郡
が
支
出
し
て

い
る
。

②
調
庸
収
取
食
料　
『
令
集
解
』〈
田
令
外
官
新
至
条
〉

に
和
銅
五
年
五
月
十
六
日
格
云
「
国
司
部
内
巡
行
に

は
次
官
以
上
は
三
人
、
判
官
以
下
は
二
人
の
従
者
を

つ
け
る
。
史
生
は
一
人
。
と
も
に
一
日
の
食
料
は
米

二
升
（
稲
四
把
）
に
酒
一
升
。
史
生
は
酒
八
合
。
従

者
一
人
米
一
升
五
合
（
稲
三
把
）」
と
部
内
巡
行
国
司

の
食
法
が
定
め
ら
れ
、『
律
令
』
戸
令
〈
国
守
巡
行

条
〉
に
「
凡
そ
国
の
守
は
年
毎
に
一
度
は
国
内
を
巡

察
し
、
風
俗
を
知
り
、
百
年
を
問
い
、
違
反
者
は
記

録
し
、
無
実
の
罪
に
陥
れ
て
は
て
は
な
ら
な
い
。
地

方
政
治
の
良
し
悪
し
を
調
べ
、
百
姓
の
患
い
苦
し
む

と
こ
ろ
を
知
り
、
丁
寧
に
五
教
を
諭
し
、
農
事
を
盛

ん
に
す
る
よ
う
に
勧
め
よ
。
国
内
に
好
学
・
篤
道
・

孝
悌
・
忠
信
・
清
白
・
異
行
に
秀
で
た
者
が
お
れ
ば

推
挙
せ
よ
。
不
孝
悌
で
礼
を
わ
き
ま
え
ず
、
常
に
秩

序
を
乱
し
、
法
令
に
逆
ら
う
者
が
い
た
な
ら
正
し
く

導
き
、そ
れ
で
も
逆
ら
う
者
は
捕
縛
せ
よ
」
と
あ
り
、

儒
教
的
な
徳
治
主
義
に
よ
っ
て
礼
の
秩
序
を
形
成
す

る
使
命
を
担
っ
た
巡
行
で
、
国
司
の
大
き
な
任
務
で

あ
っ
た
。『
同
』
戸
令
〈
国
郡
司
条
〉
に
は
「
所
管

の
地
へ
行
っ
て
調
査
す
る
と
、
百
姓
は
出
迎
え
た
り

送
っ
た
り
す
る
た
め
、
産
業
に
支
障
を
来
た
し
、
接

待
を
受
け
て
農
民
に
迷
惑
を
か
け
て
は
な
ら
な
い
」

と
農
業
の
邪
魔
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
釘
を
刺
し
て

い
る
。

　

調
庸
収
取
食
料
は
中
央
へ
収
め
る
税
調
と
庸
の
収

取
に
当
っ
た
掾
坂
合
部
宿
祢
葛
木
麻
呂
一
行
五
人
の

食
料
で
あ
る
。
一
行
の
構
成
は
国
司
二
人
と
従
者
三

人
で
あ
る
。
国
司
二
人
の
一
日
の
食
費
は
稲
四
把
・

塩
二
勺
・
酒
葛
木
麻
呂
は
一
升
、
も
う
一
人
史
生
は

八
合
で
、
従
者
の
一
日
の
食
費
は
稲
三
把
・
塩
一
勺

五
撮
で
あ
り
、
国
司
と
従
者
で
は
支
給
量
に
違
い
が

見
ら
れ
る
。
作
業
は
敦
賀
と
大
野
郡
は
そ
れ
ぞ
れ
三

日
間
、
丹
生
・
足
羽
・
坂
井
・
江
沼
郡
は
そ
れ
ぞ
れ

五
日
間
、
加
賀
郡
は
四
日
間
を
要
し
た
。
日
数
の
違

い
は
郡
の
人
口
と
の
関
係
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
郡

司
の
館
に
宿
泊
し
て
の
作
業
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
延
べ
日
数
は
三
〇
日
で
、
費
や
さ
れ
た
食
費
は

五
人
で
稲
五
一
束
・
塩
二
升
五
合
五
勺
・
酒
五
斗
四

表３　上国国司の職分田

守＝２, ２町（３束１把）

介＝２, ０町（２束８把）

掾＝１, ６町（２束２把）

目＝１, ２町（１束７把）
（一日当たりの稲数）
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五
十
八
巻
二
号

升
で
あ
っ
た
。

③
検
舶
使
来
府　

従
六
位
上
弟
国
若
麻
呂
は
検
舶
使

と
し
て
越
前
に
遣
っ
て
来
た
。
彼
は
三
人
の
従
者
を

従
え
て
い
た
。
若
麻
呂
一
日
の
食
費
は
稲
四
把
・
塩

二
勺
・
酒
一
升
、
従
者
一
日
の
食
費
は
稲
四
把
・
塩

二
勺
で
あ
り
、
敦
賀
・
丹
生
郡
そ
れ
ぞ
れ
二
日
を
要

し
た
の
で
、
支
出
数
は
稲
六
束
四
把
・
塩
三
合
二
勺
・

酒
四
升
で
あ
る
。
検
舶
使
と
は
船
舶
に
関
す
る
調
査

の
た
め
に
来
た
使
い
で
あ
る
か
ら
、
船
の
あ
る
敦
賀

港
で
調
査
す
れ
ば
目
的
は
達
成
さ
れ
る
筈
で
あ
る
の

に
、
こ
の
時
検
舶
使
一
行
が
丹
生
郡
に
来
て
い
る
の

は
丹
生
郡
に
国
府
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

④
新
任
国
司
通
過
食
料　

少
初
位
上
大
市
首
国
勝
が

能
登
国
史
生
と
し
て
赴
任
の
際
越
前
国
を
通
過
し
た

時
の
食
費
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
一
行
は
国
勝
と
従

者
二
人
の
三
人
で
あ
っ
た
。
国
勝
一
日
の
食
費
は
稲

四
把
・
塩
二
勺
・
酒
一
升
、
従
者
一
日
の
食
費
は
稲

四
把
・
塩
二
勺
で
あ
り
、
北
陸
道
の
内
越
前
国
の
南

か
ら
北
へ
敦
賀
・
丹
生
・
足
羽
・
坂
井
・
江
沼
・
加

賀
の
六
郡
各
一
日
で
通
過
し
た
計
算
で
延
六
日
間
、

支
出
し
た
稲
七
束
二
把
・
塩
三
合
六
勺
・
酒
六
升
で

あ
る
。
近
江
国
を
通
過
し
た
時
に
は
、
そ
の
掛
っ
た

日
数
分
は
近
江
国
の
郡
稲
帳
か
ら
支
出
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

⑤
そ
の
他
通
信
使　

断
簡
の
た
め
内
容
は
不
明
で
あ

る
が
、「
敦
賀
・
丹
生
二
か
郡
四
四
人
各
経
一
か
日
、

食
料
稲
一
七
束
六
把
・
塩
八
合
八
勺
」「
足
羽
・
坂
井
・

江
沼
・
加
賀
四
か
郡
六
人
各
経
一
か
日
、
食
料
稲
二

束
四
把
・
塩
一
合
二
勺
」
と
の
記
録
が
あ
る
。
一
人

日
別
食
料
稲
四
把
・
塩
二
勺
で
、
酒
が
付
い
て
い
な

い
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
、
支
出
し
た
相
手
は
国
司
級
で

な
い
こ
と
が
分
か
る
。各
国
に
は
多
く
の
通
信
用「
国

駈
使
」
が
置
か
れ
て
い
た
か
ら
国
駈
使
で
は
な
か
ろ

う
か
。
丹
生
郡
ま
で
来
た
使
い
は
四
四
人
で
あ
り
、

越
前
以
北
へ
行
っ
た
の
は
六
人
で
極
端
に
少
人
数
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
越
前
国
府
が
丹
生
郡
に
あ
っ

た
証
左
で
あ
る
。

　

別
の
項
目
で
あ
る
が
、
若
狭
国
よ
り
齎も

た
ら

さ
れ
た
太

政
官
符
逓
送
者
一
〇
人
の
記
録
が
あ
る
。
越
前
国
留

符
が
五
通
、
能
登
国
へ
の
通
送
符
が
五
通
あ
っ
た
。

こ
れ
も
断
簡
の
た
め
そ
の
内
容
は
分
か
ら
な
い
。

⑥
相
撲
人
貢
進　

七
月
七
日
の
相
撲
節
会
に
は
全
国

か
ら
力
士
が
貢
進
さ
れ
た
。
越
前
国
で
も
三
人
の
力

士
を
京（
奈
良
）へ
送
っ
た
。
一
人
日
別
食
料
稲
四
把
・

塩
二
勺
・
酒
一
升
で
、
三
人
二
日
分
の
稲
二
束
四
把

と
塩
一
合
二
勺
・
酒
六
升
で
あ
っ
た
。
そ
の
費
用
は

敦
賀
郡
か
ら
支
出
さ
れ
た
。

⑦
貢
進
馬
飼
料
稲　

出
羽
国
よ
り
貢
進
さ
れ
た
御
馬

五
匹
の
飼
料
で
あ
る
。
馬
一
匹
一
日
稲
二
束
で
、
越

前
国
通
過
に
九
日
間
か
か
っ
た
か
ら
、
馬
五
匹
の
費

用
は
稲
九
〇
束
で
、
江
沼
郡
か
ら
支
出
さ
れ
た
。

　

北
陸
道
を
往
来
す
る
人
物
に
支
給
す
る
一
人
一
日

の
稲
は
四
把
・
塩
二
勺
・
酒
一
升
が
基
本
規
定
で
あ
っ

た
が
、
国
司
ク
ラ
ス
以
下
に
は
酒
は
付
け
な
い
。
従

者
に
よ
っ
て
は
一
人
一
日
の
稲
は
三
把
・
塩
一
勺
五

撮
と
支
給
量
を
減
ら
し
て
い
る
。
日
数
で
調
節
し
て

い
る
場
合
も
見
ら
れ
る
。
北
陸
道
が
通
じ
て
い
る
郡

が
支
出
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。

　

３
国
郡
衙
支
出
と
中
央
貢
進　

① 

篁
子　

篁み

子の

と
は「
水
田
中
に
生
え
、麦
に
似
た
草
で
食
用
に
な
っ

た
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
』
蓑
米
）
と
あ
る
。
篁
子

三
石
分
の
価
格
稲
六
〇
束
（
篁
子
一
石
稲
二
〇
束
）
で

足
羽
郡
が
二
〇
束
、坂
井
郡
が
四
〇
束
を
支
出
し
た
。

県
史
で
は
「
篁
子
」
と
表
し
て
い
る
が
『
正
倉
院
古

文
書
影
印
集
成
』
で
は
明
ら
か
に
草
冠
で
あ
る
。
な

お
『
寧
楽
遺
文
』
も
「
篁
子
」
と
し
て
い
る
。

②
糯
米　

糯
米
（
も
ち
ご
め
）
で
、
粳
米
（
う
る
ち
ま

え
）
と
区
別
さ
れ
た
。
糯
米
三
〇
石
の
代
価
と
し
て

稲
六
〇
〇
束
（
糯
米
一
石
に
稲
二
〇
束
）
の
支
払
い
は
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越
前
大
税
・
郡
稲
帳
か
ら
読
め
る
丹
生
郡

足
羽
郡
八
〇
束
・
大

野
郡
四
〇
束
・
江
沼

郡
二
八
〇
束
・
加
賀

郡
二
〇
〇
束
で
あ
っ

た
。

③
醸
酒　

天
平
三
年
度
で
保
有
酒
量
が
石
未
満
の
五

郡
（
丹
生
・
足
羽
・
大
野
・
江
沼
・
加
賀
郡
）
は
郡
そ

れ
ぞ
れ
五
石
（
醸
造
一
石
に
稲
一
四
束
）
の
醸
造
に
稲

七
〇
束
を
費
や
し
た
。
越
前
国
全
体
で
は
三
五
〇
束

に
な
る
。

④
塩　

天
平
三
年
度
で
保
有
塩
量
が
斗
未
満
の
五
郡

（
敦
賀
・
丹
生
・
坂
井
・
江
沼
・
加
賀
郡
）
は
郡
そ
れ
ぞ

れ
一
斗
（
一
升
に
稲
五
把
）
の
代
価
で
あ
る
。
た
だ

し
丹
生
郡
は
三
斗
分
稲
一
五
〇
束
、
越
前
国
全
体
で

は
稲
三
五
〇
束
を
費
や
し
た
。
表
４
の
よ
う
に
丹
生

郡
の
塩
消
費
量
は
突
出
し
て
多
い
。
丹
生
郡
が
多
い

理
由
は
国
府
と
の
関
係
と
考
え
ら
れ
る
。

⑤
高
級
糸　

錦
機
二
具
綜
五
六
条
糸
四
二
斤
・
羅
機

二
具
綜
四
条
糸
九
斤
・
綾
機
九
具
綜
五
四
条
糸
八
七

斤
八
両
、こ
の
価
格
稲
三
四
六
二
束
五
把
で
あ
っ
た
。

こ
の
項
目
は
先
に
述
べ
た
七
一
二
年
（
和
銅
五
）
七

月
『
続
日
本
紀
』
の
高
級
繊
維
に
か
か
わ
る
記
事
と

関
わ
り
が
深
く
、
大
き
な
支
出
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
る
。
支
出
郡
は
大
野
・
江
沼
郡
で
あ
っ
た
。
た
だ

し
、
織
機
は
お
そ
ら
く
国
府
の
工
房
に
置
か
れ
こ
こ

で
生
産
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

大
野
郡
は
支
出
合
計
が
最
も
多
い
。
そ
の
訳
は
北

陸
道
か
ら
離
れ
て
い
た
の
で
交
通
関
係
の
負
担
は
な

か
っ
た
か
ら
比
較
的
郡
財
政
に
余
裕
が
あ
っ
た
と
見

な
さ
れ
、
年
度
途
中
に
任
命
さ
れ
た
新
任
国
司
（
某

介
や
大
目
中
臣
高
良
比
新
羅
）
の
支
給
稲
や
大
口
の
糸

代
を
支
出
し
た
の
か
、
こ
れ
ら
の
大
口
支
出
は
天
平

四
年
だ
け
の
分
担
制
を
採
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

三　

ま
と
め
に
か
え
て
天
平
年
間
の
丹
生
郡

〔
奈
良
前
期
の
気
に
な
る
世
情
〕　

東
北
地
方
に
は
朝

廷
の
支
配
下
の
入
る
こ
と
を
拒
ん
だ
蝦
夷
が
い
た
。

政
府
は
大
化
の
改
新
以
来
奈
良
時
代
に
か
け
て
飴
と

ム
チ
の
政
策
で
支
配
下
に
治
め
よ
う
と
努
め
た
が
芳

し
く
な
か
っ
た
。
六
五
八
年
（
斉
明
天
皇
四
）
か
ら

六
六
〇
年
に
か
け
て
、
越
国
守
安
部
引
田
臣
比
羅
夫

は
二
〇
〇
隻
に
及
ぶ
軍
船
を
率
い
東
北
へ
遠
征
し
た

記
録
が
あ
る
（『
日
本
書
紀
』）。
安
部
比
羅
夫
は
敦
賀

か
ら
軍
船
を
仕
立
て
て
日
本
海
を
北
上
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
政
府
に
と
っ
て
蝦
夷
へ
の
警
戒
は
ゆ
る

が
せ
に
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
北
陸
道
か
ら
都

へ
入
る
要
の
地
に
置
い
た
関
所
が
愛
発
の
関
で
あ

り
、
東
山
道
に
は
不
破
の
関
、
東
海
道
に
は
鈴
鹿
の

関
の
古
代
三
関
は
そ
の
政
策
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
越
の
国
が
越
前
・
越
中
・
越
後
と
分
か

れ
た
の
は
七
世
紀
末
と
考
え
ら
れ
る
が
、
他
の
地
域

と
異
な
っ
て
建
国
が
遅
れ
た
の
は
、
蝦
夷
勢
力
の
存

在
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
奈
良
時
代
に
入
っ
て

も
蝦
夷
の
攻
勢
は
止
ま
な
か
っ
た
。
政
府
は
関
東
の

軍
事
氏
族
で
あ
る
佐
味
氏
を
丹
生
郡
司
に
据
え
、
越

前
国
等
の
百
姓
を
出
羽
へ
移
し
て
蝦
夷
人
と
の
同
化

を
図
り
、
征
夷
大
将
軍
を
任
じ
て
度
々
遠
征
計
画
も

実
施
し
た
の
で
あ
る
（
表
５
）。

〔
律
令
政
治
の
修
正
〕　
『
大
宝
律
令
』
は
七
〇
一
年

（
大
宝
元
）
八
月
三
日
に
完
成
し
、
そ
の
後
頒
布
普
及

に
つ
と
め
た
が
、
七
一
二
年
（
和
銅
五
）
五
月
十
七

日
の
『
続
日
本
紀
』
の
記
事
に
「
諸
司
が
律
令
を
熟

知
せ
ず
、
過
失
が
多
い
の
で
、
非
違
を
正
す
た
め
弾

正
台
を
月
三
度
巡
察
さ
せ
る
」
と
あ
る
か
ら
徹
底
を

欠
い
た
ら
し
い
。
律
令
制
は
唐
（
中
国
）
の
制
度
を

模
倣
し
た
た
め
、
施
行
に
よ
っ
て
日
本
に
合
わ
な
い

事
柄
も
あ
っ
た
の
で
、
改
正
や
修
正
が
必
要
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

①
田
租　
『
大
宝
令
』
の
規
定
で
は
、
田
一
反
に
つ

表４　塩の消費

敦賀郡
丹生郡
足羽郡
大野郡
坂井郡
江沼郡
加賀郡

657 勺
2789 〃

397 〃
720 〃
860 〃
725 〃

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



56

若
越
郷
土
研
究　

五
十
八
巻
二
号

き
稲
二
束
二
把
（
田
一
町
に
二
二
束
）
を
納
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
。
律
令
制
定
間ま

も
な
い
七
〇
六
年（
慶

雲
三
）
九
月
十
五
日
使
を
七
道
に
遣
わ
し
て
田
租
の

徴
収
を
一
町
ご
と
に
稲
一
五
束
と
定
め
た
の
で
あ
る
。

②
不
動
倉　
『
続
日
本
紀
』
七
〇
八
年
（
和
銅
元
）
閏

八
月
十
日
太
政
官
符
に
「
正
税
は
こ
れ
か
ら
以
後
、

別
に
不
動
倉
と
定
め
、
国
に
貯
え
る
も
の
と
す
る
」

あ
り
、不
動
倉
の
起
源
は
こ
こ
に
求
め
ら
れ
る
も
の
の
、

実
際
に
は
養
老
年
間
以
降
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
る
。

③
食
封
と
絹
織
物
要
請　
『
続
日
本
紀
』
七
一
四
年

（
和
銅
七
）
正
月
三
日
の
記
事
か
ら
、
食
封
の
田
租

を
特
定
の
封
主
に
全
額
を
給
う
優
遇
措
置
が
始
ま

る
の
で
あ
る
。『
同
』
七
三
九
年
（
天
平
一
一
）
五
月

三
十
日
の
記
事
に
封
戸
の
租
を
封
主
に
全
給
す
る
と

あ
り
、
王
臣
家
の
有
利
な
改
正
で
あ
っ

た
。
高
級
糸
の
購
入
は
『
続
日
本
紀
』

七
一
二
年
（
和
銅
五
）
七
月
十
五
日
、「
伊

勢･

尾
張
・
参
河
・
伊
豆
・
近
江
・
越

前
・
丹
波
・
但
馬
・
因
幡
・
伯
耆
・
出

雲
・
播
磨
・
備
前
・
備
中
・
備
後
・
安
芸
・

紀
伊
・
阿
波
・
伊
予
・
讃
岐
な
ど
二
一

国
に
命
じ
て
初
め
て
綾
・
錦
を
織
ら
せ

た
」
と
の
記
事
と
関
係
が
深
い
。
宮
廷

の
奢
侈
は
郡
衙
財
政
を
圧
迫
し
た
の
で
あ
り
、
律
令

政
治
瓦
解
の
遠
因
と
な
る
の
で
あ
る
。

④
新
任
国
司
の
食
料　
『
続
日
本
紀
』
七
二
六
年
（
養

老
三
）
八
月
三
十
日
の
記
事
に
「
太
政
官
処
分
、
新

任
の
国
司
が
任
地
に
出
発
す
る
日
、
伊
賀
・
近
江
な

ど
六
か
国
は
任
地
ま
で
の
食
料
と
馬
は
支
給
し
な

い
。
若
狭
・
越
前
等
一
二
か
国
に
は
食
料
を
支
給
す

る
。
そ
の
他
能
登
等
は
伝
符
（
伝
馬
利
用
資
格
証
）
を

支
給
す
る
。（
中
略
）
路
次
に
当
た
る
諸
国
は
飲
食

を
供
給
せ
よ
。
史
生
も
ま
た
こ
れ
に
准
じ
る
」
と
あ

り
、
能
登
国
史
生
大
市
首
国
勝
は
二
人
の
従
者
を
従

え
、
一
〇
尅
の
う
ち
七
尅
分
に
封
を
し
た
伝
符
（
三

尅
分
）
を
持
参
し
て
い
た
か
ら
、
馬
三
疋
の
利
用
が

認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
当
然
な
が
ら
食

料
の
供
給
は
受
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
（
一
）
丹
生
郡
司
に
佐
味
氏
で
あ
る
理
由
と
貯
糒

　

表
６
は
「
越
前
国
大
税
帳
」
に
記
さ
れ
て
い
る
郡

司
名
で
あ
る
。
郡
司
は
在
地
の
有
力
豪
族
の
中
か
ら

選
任
さ
れ
、
四
～
六
年
で
交
替
す
る
国
司
と
違
っ
て

終
身
職
で
あ
る
。
郡
司
の
上
位
に
あ
る
国
司
は
郡
司

の
協
力
が
な
け
れ
ば
国
務
を
遂
行
す
る
こ
と
は
出
来

な
か
っ
た
。
郡
司
は
在
地
豪
族
の
中
か
ら
選
任
す
る

原
則
で
あ
っ
た
の
に
、
こ
の
表
を
見
る
と
丹
生
郡
だ

け
は
他
の
郡
と
異
な
っ
て
原
則
が
適
応
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
佐
味
氏
は
在
地
豪
族
で

な
い
の
で
あ
る
。

　

佐
味
氏
と
は
い
か
な
る
氏
族
で
、
な
ぜ
丹
生
郡
の

郡
司
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
者
の
問
題
に
つ

い
て
、『
新
選
姓
氏
録
』
に
は
「
上
毛
野
朝
臣
と
同

じ
祖
」
と
あ
り
、「
佐
味
」
の
氏
名
は
後
の
上
野
国

緑
野
郡
佐
味
郷
、
同
国
那
波
郡
佐
味
郷
の
地
名
に
基

づ
く
と
さ
れ
る
。
同
祖
の
上
毛
野
氏
は
上
野
国
を
本

拠
と
す
る
大
豪
族
で
、
蝦
夷
の
南
下
を
抑
え
征
討
に

力
を
発
揮
し
、朝
廷
の
信
任
も
厚
い
豪
族
で
あ
っ
た
。

佐
味
氏
も
ま
た
上
毛
野
氏
の
傘
下
に
あ
っ
て
武
力
で

朝
廷
に
奉
仕
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

後
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ

表５　奈良時代前期年表

701	 大宝律令完成
708	 高志村君、越前守に任じられる
709	 越前等蝦夷制圧出兵
710	 平城京へ遷都
712	 越前国等に綾・錦等織らせる
715	 越前国等飢饉
716	 越前国等の百姓を出羽へ移す
717	 越前国等の百姓を出羽柵へ移す
718	 越前国から能登国独立
719	 北陸の百姓を出羽柵へ移す
720	 越前国等の征卒の税を免除
723	 朝貢新羅使の来日
726	 最初の渤海使の来日
729	 長屋王の変
730	 越前国某郡の義倉帳残る
730	 遣渤海遣引田虫麻呂帰国
731	 越前国大税帳残る
731	 検舶使、越前国府に来る
732	 越前国郡稲帳残る
このころ「貧窮問答歌」つくられる
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真
柄　

越
前
大
税
・
郡
稲
帳
か
ら
読
め
る
丹
生
郡

る
。
蝦
夷
の
存
在
は
日
本
政
府
に
と
っ
て
長
い
間
の

悩
み
の
種
で
あ
っ
た
。
彼
等
の
反
乱
が
都
に
及
ぶ
こ

と
は
ど
う
し
て
も
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
大
事

項
で
あ
る
。
日
本
海
沿
い
に
南
下
を
想
定
す
れ
ば
越

前
は
愛
発
の
関
を
背
後
に
置
い
た
蝦
夷
対
策
の
最
前

線
基
地
で
あ
っ
た
。
特
に
越
前
国
の
国
府
所
在
地
で

あ
る
丹
生
郡
の
郡
司
に
は
軍
事
氏
族
が
必
要
で
あ
る

と
政
府
は
考
え
た
。
丹
生
郡
に
は
郡
司
選
任
の
原
則

を
当
て
は
め
て
済
む
問
題
で
は
な
い
。
丹
生
郡
在
地

豪
族
で
あ
る
丹
生
氏
や
味
真
氏
に
は
期
待
で
き
る
軍

事
力
は
な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
強
制
移
住
さ
せ
て

で
も
軍
事
氏
族
を
据
え
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
国
家
戦
略
と
し
て
丹
生
郡
の
郡
司
選

任
は
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
に

よ
っ
て
佐
味
氏
は
越
前
に
や
っ
て
き
た
の
で
は
な
い

か
。

　

一
九
八
七
年
（
昭
和
六
二
）
国
高
南
部
土
地
区
画

整
備
事
業
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
遺
跡
を
「
村
国
遺

跡
」
と
い
う
。
こ
の
遺
跡
か
ら
佐
味
氏
と
の
関
係
深

い
土
器
な
ど
が
発
掘
さ
れ
、
佐
味
氏
の
本
拠
地
で
は

な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
丹
生
氏
は
鬼
ケ
岳
の
麓

を
本
拠
地
と
し
、
味
真
氏
は
日
野
山
の
北
麓
を
本
拠

地
と
す
る
在
地
豪
族
に
対
し
、
村
国
遺
跡
は
山
を
か

つ
が
な
い
位
置
を
占
め
て
い
る
点
で
は
、
佐
味
氏
は

後
か
ら
や
っ
て
来
た
豪
族
で
あ
る
こ
と
の
証
左
で
あ

る
。
佐
味
氏
は
一
族
を
率
い
て
越
前
へ
や
っ
て
き
た

こ
と
は
東
大
寺
文
書
に
佐
味
氏
を
名
乗
る
農
民
が
丹

生
郡
や
足
羽
郡
に
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
も
考
え
ら
れ

る
こ
と
で
あ
る
。

　

丹
生
郡
が
貯
え
た
糒
一
六
〇
〇
石
三
升
は
可
給
兵

士
数
の
二
六
六
六
人
分
に
相
当
す
る
。
江
沼
郡
は

三
二
四
一
人
分
、
加
賀
郡
は
四
五
六
一
人
分
な
ど
越

前
国
で
は
一
六
一
八
一
人
分
の
兵
士
に
支
給
で
き
る

糒
を
保
存
し
て
い
た
点
（
表
７
）
を
考
慮
す
る
と
、

蝦
夷
に
対
す
る
備
え
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
正

倉
院
に
残
る
奈
良
時
代
の
正
税
帳
か
ら
見
て
も
糒
の

貯
蓄
は
一
般
的
に
東
国
に
多
い
こ
と
が
分
か
る
。

　
（
二
）「
越
前
国
義
倉
帳
」
と
出
挙

　

天
平
二
年
の
「
越
前
国
義
倉
帳
」
が
正
倉
院
に
残

表６　越前国の郡司（「越前国大税帳」より）

郡  司 敦賀郡 丹生郡 足羽郡 大野郡 坂井郡 江沼郡 加賀郡

大  領 生 江 臣 金 弓 三 国 真 人 道 君 □ □

少  領 角 鹿 直 綱 手 佐味君浪麻呂 阿須波臣真虫 海 直 大 食

主  政 矢原連与佐弥 膳 長 屋 道 君 五 百 嶋

〃 生 江 臣 積 多 江 沼 臣 大 海 大私造上麻呂

主  帳 坂本連宿奈麻呂 山 君 大 父 江 沼 臣 入 鹿 道 君 安 麻 呂

〃 丹生直伊可豆智 財 造 住 田 丸部臣人麻呂

表７　兵糧の備蓄

国　名
越前
尾張
紀伊
隠岐
長門
淡路
駿河
周防
伊豆

可給兵士数
16181 人
3627 〃
319 〃
604 〃

5310 〃
868 〃

9190 〃
6116 〃
6025 〃

浅香年木『古代地方史研究』より
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五
十
八
巻
二
号

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
義
倉
帳
に
は
「
越
前
国
印
」
が

押
さ
れ
て
い
る
の
で
、
越
前
国
の
ど
こ
か
の
郡
の
も

の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
郡
名
は

分
か
ら
な
い
。
義
倉
と
は
災
害
や
飢
饉
等
に
備
え
て

設
け
ら
れ
た
倉
で
、
平
時
に
粟
を
徴
収
し
て
蓄
え
た

の
で
あ
る
。
徴
収
す
る
粟
の
量
は
貧
富
の
差
に
よ
っ

て
多
少
が
あ
っ
た
。「
越
前
国
義
倉
帳
」
に
は
郡
内

の
戸
を
九
等
に
分
け
て
い
る
。
ま
ず
上
・
中
・
下
の

三
つ
に
大
分
け
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
さ
ら
に
上
・
中
・

下
の
三
つ
に
分
け
た
。
最
富
戸
は
上
上
戸
、
最
貧
戸

は
下
下
戸
と
九
段
階
に
区
別
し
、
徴
収
す
る
粟
の
量

は
、
上
上
戸
は
二
石
、
下
下
戸
は
一
斗
（
上
上
戸
の

二
〇
分
の
一
）
と
決
め
ら
れ
、
下
下
戸
以
下
の
戸
は

免
除
さ
れ
た
。「
越
前
国
義
倉
帳
」
に
は
一
〇
一
八

戸
の
等
級
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
も
の
の
、

下
下
戸
に
も
入
ら
な
い
等
外
戸
は
九
二
〇
戸
で
全
体

の
九
割
を
占
め
て
い
る
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。「
越

前
国
義
倉
帳
」
か
ら
推
せ
ば
、
天
平
二
年
こ
ろ
の
越

前
の
ほ
と
ん
ど
の
戸
は
出
挙
制
度
の
恩
恵
を
受
け
な

け
れ
ば
生
活
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
政
府
側
か
ら
の
出
挙
は
、
収
穫
の
秋
に
成
る

と
貸
し
付
け
た
稲
に
加
え
て
五
割
の
利
息
が
付
加
さ

れ
て
戻
っ
て
き
た
の
で
、
国
衙
財
政
は
潤
っ
た
の
で

あ
る
。し
か
し
借
り
手
が
い
て
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

公
で
は
半
強
制
的
に
借
ら
せ
、
そ
の
う
ち
に
は
一
種

の
税
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
本
来
の
趣
旨
は

困
窮
農
民
を
救
済
し
て
農
業
生
産
を
維
持
さ
せ
る
目

的
で
あ
っ
た
出
挙
は
結
果
的
に
は
貧
農
を
苦
し
め
る

制
度
へ
と
変
質
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
（
三
）「
国
府
は
丹
生
郡
に
あ
り
」

　

国
府
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
『
倭
名
抄
』
に
「
越

前
国
府
丹
生
郡
に
あ
り
」
と
あ
る
が
、
丹
生
郡
の
特

定
の
位
置
に
つ
い
て
は
記
録
が
な
い
。『
万
葉
集
』

七
五
〇
年
（
天
平
勝
宝
二
）
越
中
守
大
伴
家
持
が
越

前
の
掾
（
判
官
）
大
伴
池
主
へ
贈
っ
た
歌
に
「
叔し
く

羅ら

川
（
日
野
川
）」
や
「
丹
生
の
山
」
が
出
て
く
る
か
ら
、

国
府
は
日
野
川
や
丹
生
山
に
近
い
場
所
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
一
七
一
一
年
（
正
徳
元
）
作
成
の
「
府

中
惣
絵
図
」
の
北
に
「
北
府
町
」
が
あ
る
。「
き
た

ご
う
ち
ょ
う
」
と
読
み
、「
北
こ
う
（
国
府
）」
の
こ

と
で
あ
る
。
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
初
め
に
成
立

し
た
と
言
わ
れ
る
古
代
歌
謡
『
催
馬
楽
』
に
「
太
介

不
の
国
府
」と
あ
る
か
ら
、越
前
の
国
府
を「
太
介
不
」

と
呼
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。「
越
前
国
大
税
帳
」

や
「
越
前
国
郡
稲
帳
」
に
は
「
国
府
」
と
も
「
太
介

不
」
と
も
書
か
れ
て
い
な
い
が
、「
越
前
国
大
税
帳
」

や
「
越
前
国
郡
稲
帳
」
か
ら
「
国
府
と
の
関
係
」
を

読
み
取
れ
る
か
所
が
処
々
に
見
ら
れ
る
の
で
参
考
ま

で
に
記
し
た
の
で
あ
る
。

　
（
四
）
新
し
い
不
安　
　
　

　

天
平
四
年
時
点
で
、
な
ぜ
検
舶
の
必
要
が
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
東
北
遠
征
に
必
要
な
船
舶
の
調
達

に
関
わ
る
調
査
に
加
え
、
東
ア
ジ
ア
の
情
勢
の
変
化

で
あ
る
。
七
二
六
年
（
神
亀
三
）
朝
貢
新
羅
使
の
来

日
が
あ
っ
た
も
の
の
日
本
と
の
関
わ
り
は
徐
々
に
悪

化
し
て
い
っ
た
。
一
方
渤ぼ

っ

海か
い

は
日
本
と
の
親
交
を
求

め
七
二
七
年
（
神
亀
四
）
使
節
を
送
っ
て
来
る
。
な

ぜ
新
羅
が
日
本
か
ら
離
れ
、
渤
海
の
使
節
が
日
本
に

来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
東
ア
ジ
ア
の
情
勢
は
、

七
三
〇
年
（
天
平
二
）
遣
渤
海
使
引
田
虫
麻
呂
の
帰

国
に
よ
っ
て
詳
ら
か
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
唐
と
渤
海

と
の
関
係
が
緊
迫
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
唐
に
付

い
た
新
羅
と
日
本
を
味
方
に
付
け
よ
う
と
し
た
渤
海

の
事
情
で
あ
る
（
渡
辺
晃
宏
『
日
本
の
歴
史
』）。
こ
の

よ
う
な
内
憂
外
患
に
よ
っ
て
慌
て
た
政
府
は
船
舶
の

必
要
か
ら
、
種
類
・
大
き
さ
・
隻
数
の
調
査
に
乗
り

出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
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